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各位 

 

拝啓 

 

若葉青葉が鮮やかなこの頃ですが，皆様にはお変わりなくお過ごしのことと存じます． 

小生の方は名古屋工業大学退職後，中部大学客員教授を務めるとともに,(株)地域 地盤 環

境 研究所(GRI)に変わりなく勤務しています．そして，名古屋工業大学での地盤力学・地

盤工学の研究成果を実務で使えるようにし，信頼性のある実際地盤の解析・設計に少しで

も貢献できればと常々思っています．その一環として，構成モデル(tij model)を使った地盤

と構造物の相互作用解析コード(FEMtij-1D, 2D, 3D)の実際問題への適用を目的とした tij地

盤解析研究会を隔月で開催しています． 

 

この度実務への応用を進めるという目的で，地盤の汎用プログラム PLAXIS 日本代理店で

ある JIP テクノサイエンス(株)と tij model を外部サブルーチンとして提供する共同プロジ

ェクトを立ち上げました．ついては，名古屋で開催される地盤工学研究発表会の前日(7月

11 日(火))に上記セミナー(別紙参照)を開催します． 

 

セミナーでは tijモデルの特徴について説明するとともに，PLAXIS program を用いた解析

例をこれまでの tij model の解析コード(FEMtij-2D, FEMtij-3D)による解析結果との比較を

含め紹介します． 

 

導入する subloading tij model は，私たちが継続的に開発してきたモデルであり，砂質地盤

から粘性土地盤まで，正規圧密土はもとより過圧密土，自然堆積土の挙動を共通の材料パ

ラメーターを使って説明するものです．ところで，現在の多くのモデルは Cam clay type の

応力パラメーター(p, q)を使って定式化されていますが，これらのモデルでは中間主応力の

影響が適切に考慮できない，解析中に引張領域が必然的に発生することも知られていると

ころです．本モデルの基本となっている tij の考え方を使えば，新たな仮定や材料パラメー

ターを増やすことなく，一般的な 3 次元応力下の地盤挙動を唯一的に説明できます．これ

は，信頼性のある地盤の 2D および 3D 解析では欠かせない要件です． 

 

皆さんの参加をお待ちしています． 

 

敬具 

 

中井 照夫 
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